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〔河川教育部門〕                                                         ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 
2019-7211-006 河川教育部門 御船町立御船小学校 

校長名 中野浩幸 担当教諭名 田村 和也 
過去の助成実績 なし  あり  〔助成番号：2018-7211-008 助成事業名：河川教育部門 〕 
キーワード  

対象児童生徒 
高校生（ 年   名） 中学生（ 年  名） 小学生（４年 ６２名） 

                        
対象河川名 御船川 活動場所の指定状況 なし  

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 
テーマ  ： 御船川調査 
ねらい  ： 
○御船川に関わる調査発表会が開けるように、見通しをもって主体的に学習を進めることができる。 

【学習を主体的に進める力】 
○御船川に関わる必要な情報を収集するなど、試行錯誤しながらも自分たちで課題を解決することができる。 

【課題を解決する力】 
○課題を解決する中で学んだことを、友だちと協力して、相手に分かりやすく伝えることができる。 

【伝え合う力】 
○調査発表会を実現するために取り組んできた自他のがんばりを振り返ることができる。また、本学習でお世 
話になった方々へ感謝する心を持つことができる。           【自分を見つめる力】      

 
評価の観点：調べたことやまとめ方を工夫し、分かりやすく発表することができる。 
活動時期の予定：令和１年１２月から令和２年２月  

 

活動形態 
総合的な 
学習の時間 

各教科学習 
（   ） 

クラブ活動 
（    ） 

学校行事 
その他 

（    ） 
合計 

上記の 
活動時間数 

３５時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 
外部小学校 
の支援 

保護者 
の支援 

外部中学校の

支援 
外部高校 
の支援 

外部大学 
の支援 

市民団体 
の支援 

専門家等の個

人の支援 

河川管理者 
の支援 

行政機関の支援 
・博物館 ・歴史資料館 
・ビジターセンター 等 

関係団体等の支援 
・漁協  ・農協 

企業 
の支援 

その他 

支援概要 
○児童の安全確保 

○御船川の歴史、水質、魚・水生生物についての知識面の支援 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 報告書掲示予定（流行病のため） 

・調査報告会（学級） 

 

安全対策に関する課題 

特になし 

 

今後の課題・展開 

・地元である御船川について知ることができ、また、川の学習を切り口に町の発展についても学ぶことができ、

子どもたちの故郷愛が高まった。休日にゴミ拾いをする児童の姿も見られ、環境への関心の高まりも感じて

いる。 

・各学級で発表会を行い、感想交流を行うことで、理解を深めたり、地域への関心を共感したりした。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

するキーワード 

河川教育

部門 
教育活動 

生物調査系         水生生物・魚類 ９月～   

２月 文化・歴史系       歴史・水害・水利用 

※データベースに登録するキーワードは、本冊子P.77の表から代表的なものを２つ記入して下さい。 



1.助成事業 河川教育部門 

  学校名  御船町立御船小学校 助成番号 22001199--77221111--000066 

2.実施する教科・領域 総合的な学習の時間 

3.実施日時 令和１年９月～令和２年２月    

4.単元目標 ○御船川に関わる調査発表を開けるように、見通しを持って主体的に学習を

進めることができる。 

○御船川に関わる必要な情報を収集するなど、試行錯誤しながら自分たちで

課題を解決することができる。 

○課題を解決する中で学んだことを、友だちと協力して、相手に分かりやす

く伝えることができる。 

○調査発表会を実現するために取り組んできた自他の頑張りを振り返るこ

とができる。また、本学習でお世話になった方々へ感謝の気持ちを持つこ

とができる。 

5.学年 人数 第４学年  ６２名 

6.実施場所 御船川 及び 御船小学校 

活動指導計画 第４学年 総合的な学習の時間「御船川探検隊」 全３３時間 

 

 

 

 

第 

一 

次 

学習活動 御船町水道課の方の話から、御船町に関心を持ち、課題解決のための調査活動を行う。 

１３時間  

１ 見学旅行（通潤橋）から、郷土の発展のための人々の努力を学び、御船川に関心を向けさせ、

調べたいことをまとめる。 

・ガイドの方の話を聞きながら、ワークシート（しおり）にまとめる。 

・学級の中で班ごとに、学習したことを出し合い、更に水に 

関しての関心を高める。 

２ 社会の学習から、地下水に関心を持ち、御船町の水道に 

ついて調べたいことを考える。 

・「自分たちの町の水はどこから来るのか」という学習課題 

から、疑問点を出し合う。 

・資料（地図・インターネット）からもわからなかったこと 

について、役場に尋ねてみる。 

３ 御船町水道課の方の話を聞き、その仕事内容と努力について知る。 

・話を聞きながら、メモを取り、質問をする。 

４ 学習したことをもとに、お礼の手紙を書き、自分たちでできることは何か考える。 

・「節水してほしい」という願いから、自分たちでできることを考え、伝え合う。 

 

 

 

 

第 

二 

次 

学習活動 御船川について調査し、地域の環境を守ろうという意識を高める。 

２０時間 

１ 国土交通省の方の話を聞く。 

・身近な御船川について、実はよく知ら 

 ないということを確認し、知りたいこ 

とを学級で出し合う。 

・御船川・緑川のことについて、説明を 

聞き、更に関心を高める。 

２ 地域の方の話を聞き、地域の伝説を 

知り、環境保全の意識を高める。 

３ 地域の方と一緒に川の清掃活動を 

行う。 

・現地で昔の川の利用や河童伝説につい 

て話を聞く。 

・清掃活動後、ごみの分別を行う。 

 



  スタートアップ活動報告書 

別紙資料 第１次  御船川とふれあい、学習課題を発見しよう 

         ・御船川の現状について出し合う。 

         ・御船川の水質について予想する。 

         ・御船川について知りたいことを出し合いまとめる。 

 

【川での活動】御船川についての課題作り 

（全体でのウエビングを行いグループごとに課題を持たせた。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

    ３御船町の水道課の方の話を聞く。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

①①  見学旅行から、郷土の発展のための人々の努力を学び、御船川に関心を向けさせる。 

 白糸台地の人々の工夫や努力を現地の様子を見たり、ガイドの方の説明を聞いたりしながら学習し

た。川の水を人々へ届けるためのしくみや、石工の工夫を目の当たりにして、感心する児童の姿があ

った。また、メモを取りながら更に知りたいことはその場で質問したり、持ち帰って調べたりするよ

うにした。実際の土地の高低差を見ることができ、川の水が本当に運ばれてくるのか疑問に思ってい

た児童も、感動している様子であった。 



② 社会の学習から、地下水に関心を持ち、御船町の水道について調べたいことを考える。 

 「熊本の水は地下水１００％」という社会の学習内容から、「自分が住んでいる御船町の水はどこ

から来るのか」という新しい学習課題を設定し、調べ学習を進めた。役場の方に話を聞くことになり、

各学級で質問事項を出し合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 御船町水道課の方の話を聞き、その仕事内容と努力について知る。 

学年でまとめたものをもとに、水道課の方に伝え、説明して頂いた。児童は、自分の学校や家の水

がどこから来るのか、どんな仕事をしているのかを知ることができ、「節水してほしい」という職員

の願いから、自分たちにできることは何か考えることができた。学級のグループごとに、取り組みた

いことを発表し合った。 

④お礼の手紙を書き、自分たちにできることは何か考える。 

 「節水」というテーマから自分たちにできることを班で話し合う。一人一人自分の目標を設定し、

学習発表会の原稿にも取り入れ、発信した。 

第２次 調査活動により、学習したことをまとめ、他学年の児童・地域・保護者へ発信しよう。 

① 国土交通省の方の話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 御船川について、川の長さ、緑川に流れ込むこと、昔と今との風景の違い、御船川の水の利用のさ

れ方（生活用水、農業用水、発電用水、江戸時代から昭和５４年頃までは酒造りにも）、川に生息す

る生き物について、昭和６３年の御船川出水について、御船川の整備状況について、川の危険と避難

について、資料を基に講義形式で説明をしていただいた。身近な川について知らないことがたくさん

あり、それを知ることができて児童はとても喜んでいた。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域の方の話を聞き、御船川への関心を高める。 

 「御船」という名前の由来や、昔の町の発展の歴史など、地元の町についての話を聞き、関心を高

める。話の中で、河童伝説の詳細についても説明して頂き、児童からの質問も多く出た。後日、一緒

に河川掃除に行く中で、河童像の前で詳しくまた説明をして頂いた。どうして河童の像があるのか、

なぜ家族 4 人なのか、知りたいことが分かって児童はとても満足していた。 

 また、河川探検から学校へ戻り、どんなゴミが多いのか分別した。ゴミがそんなになく、きれいな

川であったことを誇りに思う児童が多かった。また、継続してきれいにしたいという気持ちから、学

習後、自主的にごみ拾いをする児童も姿も見られた。 

 



別紙資料（１）総合的な学習の時間 指導報告 
＜単元の⽬標＞ 
○御船川に関わる調査発表会が開けるように、⾒通しをもって主体的に学習を進めることができる。       【学習を主体的に進める⼒】 
○御船川に関わる必要な情報を収集するなど、試⾏錯誤しながらも⾃分たちで課題を解決することができる。      【課題を解決する⼒】 
○課題を解決する中で学んだことを、友だちと協⼒して、相⼿に分かりやすく伝えることができる。             【伝え合う⼒】 
○調査発表会を実現するために取り組んできた⾃他のがんばりを振り返ることができる。また、本学習でお世話になった⽅々へ感謝する⼼を持つ

ことができる。                                                【⾃分を⾒つめる⼒】 
段 階 ⽉ ⼦どもの意識と主な活動内容【予想されるＧＴ】  主な教師の指導・⽀援 中⼼となる評価の観点 関連する基礎・基本 
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 ○児童の関⼼や既習事項
との関連からテーマを
選択させる。 

〔児童が考えた課題〕 
・御船町は地下⽔なのか 
・どんな仕事をしている

のか 
 
○⽔道課の⽅の話から更

に気になったことをノ
ートにまとめる。 

（御船町⽔道課） 
 
 
○「学校のみんなや保護

者に伝える」という⽬
的意識を持たせて、⼯
夫した表現ができるよ
う⽀援する。 

 
 
 
 
 
 
○御船川の説明や歴史を

聞かせ、御船川への関
⼼を持たせる。 

 
 
 
 
○⼤事なことをノートに

メモさせ、後の学習に
活かせるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○⾃分たちの活動のよさ

やがんばりに気づき、
達成感を得られるよう
に⽀援する。 

【学習を主体的に進める⼒】  
○教師の⽀援により、主体

的に課題を発⾒したり、
時期や順序を考えて学
習の流れや⽅法を⾒通
したりすることができ
る。 

 
 
 
 
 
【課題を解決する⼒】 
○⽬的に応じて、聞き取り

をしたり、図書や情報機
器を活⽤したりするこ
とができる。 

 
 
 
 
 
【伝えあう⼒】 
○ お 互 い の よ さ を 認 め 

合いながら、相⼿に分か
りやすく⾃分の考えを
伝える。  

 
 
 
 
 
【⾃分を⾒つめる資質】 
○ 学 習 を 通 し て ⾃ 分 の 

がんばりを振り返るこ
とができる。また、お世
話になった⽅々への感
謝の気持ちをもつこと
ができる。 

４年社会 
「わたしたちのくらしと⽔」 
・浄⽔場の様⼦、⽔を 

きれいにする組織的・
計画的な仕組みを理解
する。 

・⽔を守る努⼒について
調べる。 

・⾝近な川の環境に⽬ 
を向け、環境 を守る 
ために何ができるかを
考える。   

「⼤地をうるおす」 
・⽩⽷台地の⼈々の⼯ 

夫や郷⼟の発展のため
の努⼒を調べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４年国語 
「ローマ字」 
・ローマ字を読んだり 

書いたりする。 
（ワープロやパソコ
ンを使う。）   

「聞き取りメモを取ろう」 
・聞き取ったことを短く

記号等を使いながらメ
モする。 

 
４年社会 
「 ご み の し ま つ と 利 

⽤」 
・調べたことを評やグ 

ラフに表す。 
・ごみ処理の仕組み、 

資源ごみの再 利⽤に 
ついて考える。 

・環境を守る町の取り 
組みについて考える。 

・ごみをへらすために 
⾃分たちにできること
を考え、分かりやすく
表す。 

 
４年国語 
「クラスで話し合おう」 
・⾃分たちの⽣活を振り

返り、司会者・提案者・
参加者という 役割を
意識しながら 話し合
う。 

 
 

＜活動１＞ 

⽔はどこから来るのか調べよう 

 熊本は地下⽔ 100％。御船町は？ 
⽔道から⽔が出るために、だれがどんな

仕事をしているのかな。 

御船町⽔道課の⽅の話を聞いてみよう 

学習の⾒通しをもって計画を⽴てる 

学習したことをまとめ、各学級で報告を
する 

 ⽔道から⽔が出るには多くの⼈の努⼒が
ある。通潤橋の学習にも通じるところがあ
る。もっと⽔を⼤切にしないといけない。 

新たな疑問「御船川」について調べたい
ことをまとめる 

＜活動２＞ 

国⼟交通省の⽅から御船川についての
話を聞く 

 昔の御船町についてももっと調べてみた
い。地域の⼈からも話を聞きたい。 

国⼟交通省の⽅から話を聞く 

 ⾃分たちの暮らしと川は、昔から深い
関係があるのだなあ。 

御船川をこれからも⾃分たちで守って
いきたい。 
調べたことを壁新聞で発信したいな。 

御船川探検で学んだことをみんなに知
らせよう。 

学習してきたことを班ごとにまとめ、み
んなに知らせる。 

「グループ発表会」 

 みんなに知ってもらうことができてよ
かったね。 
 協⼒して、分かりやすく発表できたか
らうれしかった。 

学習を振り返る 



別紙資料（２） 学習指導案 

 - 1 - 

第４学年２組 総合的な学習の時間 学習指導案 
 

１   日時   令和２年２月１８日（火）第５校時 
２ 場所   ４年２組教室 
３ 指導者  教諭 田村 和也 
４ 単元名 「御船川探検隊」 
５ 単元について 
（１）単元設定の理由 

御船町は、自然が豊かで児童の生活の身近なところに御船川がある。御船川は

水質がきれいな川で、きれいな川にのみ生息する水生生物も多数生息している。

だが、児童は自らの生活に深く関わっている御船川に対し、あまり関心を抱いて

いない。安全上の理由から、児童のみの川遊びは禁止されており、川に近づく児

童はほとんどいないが、保護者と共に川遊びをしたり、バーベキューしたりする

児童も中にはいる。登下校で橋を渡る際に川の様子を見ており、濁流をみて、御

船川が汚い川だと思っている児童もいる。川の濁りと汚れの区別がつかない児童

も多い。また、御船川にかかっていた眼鏡橋についても、知らない児童もいる。 
そこで、本単元を設定し体験や調査活動をすることで、御船川に関心を持ち、

御船川が御船町の歴史と深く関わり、自らの生活にも深く関わっていることを学

ぶことができる。また、学習を進めて行く中で、御船川やその他の河川の保全活

動をされている方々や、御船川の歴史に詳しい方々と出会わせることで、自分の

生活を見直し、自然を大切にするために自分にできることを考え、ふるさとであ

る御船町に対して誇りを持つことができると考える。また、御船川について学習

することで、第５学年での「水俣学習」に繋げることができる。 
この学習を通して、自然や環境について関心を持ち、環境保全に配慮した望ま

しい働きかけのできる児童の育成を目指していきたい。  
（２）児童の実態 

本学級は、男子１９名、女子１３名、計３２名（特別支援学級男子１名女子１

名）である。さまざまなことに興味関心を抱き、自分たちで調べたりまとめたり

することが好きな児童が多い。今までの班活動を通して、協力してまとめたり、

発表したりする活動には慣れている。 
本単元では、実際に御船川で調査活動を行い、児童の日常生活に深く関わって

いる御船川に興味関心を抱かせるとともに、環境について目を向け、第５学年で

の「水俣学習」に繋げていきたい。 
６ 単元の目標 
 ○御船川に関わる調査発表会が開けるように、見通しをもって学習を進めること

ができる。                 【学習を主体的に進める力】 
 ○御船川に関わる必要な情報を収集するなど、試行錯誤しながらも自分たちで課

題を解決することができる。         【課題を解決する力】 
 ○課題を解決する中で学んだことを、友だちと協力して、相手に分かりやすく伝

えることがきる。              【伝え合う力】 
 ○調査発表会を実現するために取り組んできた自他のがんばりを振り返ることが

できる。また、本学習でお世話になった方々へ感謝する心を持つことができる。 

                      【自分を見つめる力】 
 



別紙資料（２） 学習指導案 

 - 2 - 

７ 単元の評価規準  

  学習を主体的に進める力課題を解決する力   伝え合う力    自分を見つめる力 

 

 

評価規準  

 

 

御船川での体験

から課題を見つけ、

と友だちと協力し

て学習を進めるこ

とができる。 

課題解決の見通し

をもち、さまざまな

調査方法を使って、

適切に課題を解決す

ることができる。 

学習してきたこ

とを、他者に分かり

やすく表現するこ

とができる。 

 

自分の活動を振り

返り、自然との関わ

りに目を向けながら

自分の考えを持つこ

とができる。 

 

８ 活動計画及び評価計画  

 小単元  主な学習活動  評価基準及び評価方法  

 

 

み

と

お

す  

 

 

 

 

第

一

次  

 

 

 

水の学習から発展させ、

自分たちの町の水はどこ

から来るのか調べる。 

  （１３時間） 

 

  

 

 

○御船川というキーワードか

らウェビングを行い、関心

を高める。  

 

○学習の見通しをもって計画

を立てる。 

 

○ 学 習 し た こ と を ま と

め、更に調べてみたい

こ と に つ い て ま と め

る。 

御船川に興味を持つと

共に、学習課題を見つけ、

さまざまな調査方法を使

って課題を解決すること

ができる。 

（行動観察・学習シート） 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る  

 

 

 

 

 

 

第

二

次  

 

 

 

 

 

 

 

更に調べてみたいこと

についてまとめ、国土交通

省の方・地域の方のお話を

聞く。 

 

実際に河川探検へ行き、

ごみ拾いや地域の伝説の

話を聞く。 

      （２０時間） 

 

         

 

○学習をまとめ、中間報告会

を行う。中間報告会で出た

質問や感想を元に、調べ学

習を行う。 

 

○実際に川の様子を見て、地域

愛を深め、大切にする気持ち

とそれを発信する気持ちを高

める。 

 

 

 

 

調べ学習してきたこと

をまとめ、相手に分かり

やすく伝えることができ

る。（行動観察・壁新聞） 

 

調べてきたことをもと

に、自然とどのように関

わりに目を向け、御船川

を守るために自分たちに

何ができるか考えること

ができる。 

（行動観察・学習シート） 
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９ 指導上の留意点 

 ○課題設定の場面では、御船川での生活体験から、児童が調べてみたいと思うこ

とを大切にし、各自で課題を設定し同じ課題毎にグループを設定し調査活動を

行うようにする。 

 ○課題追求の場面では、資料だけではなく地域で活動されている方々に話を聞き

に行ったり、ゲストティーチャーで来ていただいたりすることで、調査学習を

深めていく。 

 ○情報機器でインターネットを利用して調べる際には、情報モラルについて学習

し、適切に利用できるようにする。 

 ○中間発表会は、互いにアドバイスをし合って改良を加えるための機会とする。

その後、追加調査を行ったり、今後の自己の生活を見直したりするなど、自然

保全のために何ができるのか考えさせる。 
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10 本時の展開 

（１）本時の目標 

御船川について調査したことを発表し、分かりやすく伝えることができる。 

過

程 

 

 
    学習活動      

  発問（◎）児童の反応（・）評価（☆） 

          教師の支援（○）         
     備考      

み

と

お

す  

５

分  

 

徹

底  

 

 

 

１ 本時の学習内容を

確認する。  

 

 

 

 

○これまで調べてきたことをまとめて発

表し、意見や質問を出し合い、今後の

調査活動に繋げていくことを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る  

 

30 

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能

動  

 

 

 

 

 

 

 

２ グループ毎に調べ

たことを発表し合

う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎これまでに調べてきたことを、グルー

プ毎に発表しましょう。質問や意見が

ある時には、各グループの発表後に伝

えましょう。 

○発表者は分かりやすい発表に努め、聞

き手は、それについて自分の感想等返

し行い、盛んな意見交流ができるよう

にする。 

・ノート・学習資

料など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆まとめ方を工夫して、分かりやすく

発表することができる。 

☆発表について、質問や意見などを伝

えることができる。 

 

 

 

 

〇意見交流が終わったところには、

自分たちにできることは何か話

し合うようにする。 

 

ね

り

あ

げ

る  

10 

分  

 

 

 

 

徹

底  

 

 

 

 

 

 

３ 発表をし合った

ことを、振り返りシ

ートに記入し発表

する。 

 

 

 

 

４ 次時の活動の確

認をする。 

◎発表を聞いて分かったこと、疑問に

思ったこと、上手だったところ、こ

れからもっと良くしていきたいこと

等、自分の考えを書きましょう。 

○書けない児童には、自分の発表を振

り返り、もっと良くしていきたい点

を書くように声かけをする。 

 

◎次回は、学年で伝えあう時間です。 

・振り返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価基準 

作成した資料などを活用し、相手に分かりやすく発表することができる。 

 これまで調べてきたことを発表し合い、意見を出し合おう。  



 

様式  １３ 
〔河川教育部門〕                                                                               ［活動写真］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 
2019-7211-006 御船川探検隊 御船町立御船小学校 

中野 浩幸 

 
 
フィールド：御船小学校（交流ホール） 
日 付 ：R1．9．27 
コメント：御船町水道課の方を招き、水道課の仕事内容

や、御船小学校の水道の水はどこから来るの

か、その過程を説明してくださった。その後、

更に気になったことについて質問し、丁寧に

答えて頂いた。上下水のパイプの色が違うこ

とや２４時間体制で働いてくださっているこ

とを知り、水のありがたさを考えることがで

きた。学習後、班や学級で振り返りを行い、

お礼の手紙を書くことにした。 
 

 

    

フィールド：御船小学校（交流ホール） 
日 付 ：R2．2．3 
コメント：国土交通省の方をお招きし、お話を聞いた。

御船川は、緑川に流れ込む川であり、昔から

人々の生活と共にあったこと、川の水が様々

な用途があったこと、様々な生物が生息して

いること、昭和63年に豪雨による出水があっ

たことなど、多くのことを勉強することがで

きた。身近な御船川に様々な歴史があること

を知り、子どもたちは興味津々の様子であっ

た。歴史ある御船川を守っていきたいと感想

をもった児童もいた。 
 

 

 

フィールド：御船川(御船川下) 
日 付 ：R2．2．13 
コメント：地域の方と一緒に御船川のゴミ拾いを行った。

６年生がした後の一週間で、どれくらいゴミ

が出るのか調べることができた。出てきたゴ

ミは、学校に戻り分別し、どの種類のごみが

多く出るのか知ることができた。また、御船

町に伝わる河童伝説の話を、河童像の前で聞

くことができた。地元御船町に対する愛着と

環境を守ろうとする気持ちが強まった。 
 

   
 
 
 
 
 

    
 

 
 
 
 
 
 



 

様式14 

〔学校部門〕                                                                  ［実施箇所位置図］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7211-006 御船川探検隊 
御船町立御船小学校 
校長 中野 浩幸 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所   御船川 

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
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